
　ＪＡえいさつまいも専門部会は５月２２日、南九州市頴娃文化会館で「頴娃のさつまいも」かごし

まブランド産地指定２０周年記念大会を開催しました。

　生産者・行政・ＪＡ役職員など約２００名が参加、かごしまブランド産地指定２０周年を祝い、今後

も安定した出荷を行うために、周年出荷体制の充実や共販拡大に努力し、共販額５億円の早期

達成を目指すことを確認しました。

　尾曲宰えいさつまいも専門部会長は「私たちの生産するえいもちゃん・えい太くんは、地域の最

重点品目として、生産者・関係機関が一体となり、面積拡大、高品質さつまいもの生産・共販率の

向上に取り組んで来た。今後も消費者に安心・安全でおいしいさつまいもを届けたい。」と挨拶し

ました。

　２０１３年度産超早堀りの「えいもちゃん」紅さつまの初荷出発式も開催し、約２．５トンのさつま

いもを積んだトラックが名古屋や大阪、福岡に向け出発し、参加者全員で見送りました。

　管内の頴娃地区では、１０１人が１１０ヘクタールを作付けしており、２０１３年度は２０００トンの

共販数量を計画しています。

　また、旧店舗の解体工事が平成25年2月1日より開始する予定となっております。

　写真説明

　　○「頴娃のさつまいも」かごしまブランド産地指定２０周年記念大会で挨拶する尾曲部会長


